
2014年10月●日（●曜日）（４）（第 3種郵便物認可、購読料１か月 5,143円）

　

水
産
加
工
機
器
資
材
メ
ー
カ
ー
で
組
織
す
る
国
産
魚
促
進

・
水
産
加
工
機
械
資
材
協
議
会（
会
長
・
柳
屋
幸
明
㈱
ヤ
ナ
ギ

ヤ
副
社
長
）で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
目
に
あ
た
り
、

復
興
が
遅
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
三
陸
地
域
の
水
産
加
工

業
の
今
後
の
復
興
・
復
旧
を
考
え
る
た
め
、
来
る
10
月
31
日

（
金
曜
日
）午
後
２
時
よ
り
、
塩
釜
市
団
地
水
産
加
工
業
協
同

組
合
及
び
本
紙
・
日
刊
食
料
新
聞
新
社
の
後
援
を
得
て
、宮
城

県
塩
釜
市
の
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
塩
釜
輸
送
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
東
日
本
大
震
災

３
年
目
か
ら
の
水
産
加
工
業
の
復
興
と
課
題
」を
開
催
す
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、

今
年
６
月
に

内
閣
府
日
本

学
術
会
議
の

提
言
「
東
日

本
大
震
災
か

ら
新
時
代
の

水
産
業
の
復

興
へ
（
第
二

次
提
案
）
が

示
さ
れ
、
こ

の
中
で
は
、

特
に
復
興
の

遅
れ
と
な
っ

て
い
る
水
産

加
工
業
に
お

い
て
人
材
確

保
を
図
る
政

策
が
必
要
と
し
て
い
る
ほ

か
、
水
産
物
の
販
売
経
路

の
回
復
等
、
ソ
フ
ト
面
が

い
ま
だ
課
題
で
あ
り
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

水
産
業
の
復
興
で
特
に
立

ち
遅
れ
て
い
る
水
産
加
工

業
の
こ
れ
ま
で
の
復
旧
の

現
状
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
人
材
確
保
、
さ
ら
に
は

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ

ル
の
創
設
に
向
け
た
道
筋

を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
開

催
す
る
も
の
。

　

地
元
・
塩
釜
市
団
地
水

産
加
工
業
協
同
組
合
の

会
員
を
は
じ
め
、
宮
城
県

地
域
の
水
産
業
界
関
係
者

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

　

荒
川
氏
は
現
在
、
北
方

領
土
問
題
対
策
協
会
の

仕
事
を
し
て
お
り
、
北
方

領
土
元
島
民
が
多
い
根
室

市
の
産
業
振
興
を
支
援
し

て
い
る
。こ
の
中
で
前
職

の
三
菱
商
事
で
の
ベ
ト
ナ

ム
政
府
と
の
人
脈
を
活
用

し
、
根
室
市
と
ベ
ト
ナ
ム

政
府
と
の
直
接
交
流
の
道

を
拓
き
、
根
室
市
の
サ
ン

マ
を
ベ
ト
ナ
ム
に
輸
出
を

促
進
さ
せ
、
東
日
本
大
震

災
で
他
の
地
域
か
ら
の
海

外
へ
の
水
産
物
輸
出
が
進

ま
な
い
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
は
根
室

か
ら
の
サ
ン
マ
を
４
年
間

で
１
２
０
倍
、
年
間
８
０

０
㌧
を
輸
出
し
た
。ま
た
、

根
室
市
と
ベ
ト
ナ
ム
政
府

と
の
直
接
の
マ
ン
ニ
ン
グ

と
し
て
、
人
手
不
足
の
水

産
加
工
業
に
80
人
の
研
修

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

韓
国
や
台
湾
で
は
、
す
で

に
政
府
同
士
の
よ
る
労
働

者
受
け
入
れ
が
進
ん
で
い

る
が
、日
本
で
は
、根
室
市

　

理
研
食
品
は
、
昭
和
39

年
多
賀
城
市
に
創
立
、
昭

和
40
年
に
塩
蔵
ワ
カ
メ
発

売
か
ら
始
ま
り
50
年
に
カ

ッ
ト
ワ
カ
メ
、
そ
の
後
ワ

カ
メ
ス
ー
プ
、
海
藻
サ
ラ

ダ
、
ワ
カ
メ
ご
飯
な
ど
を

発
売
、
ワ
カ
メ
を
原
料
と

し
て
製
品
開
発
を
進
め
て

来
ま
し
た
。東
日
本
大
震

災
で
は
津
波
に
よ
り
多
賀

城
、仙
台
新
港
、大
船
渡
の

全
工
場
が
被
災
、
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

い
ま
だ
に
原
発
事
故
の
風

評
の
影
響
も
あ
り
、
売
上

げ
は
簡
単
に
戻
ら
ず
震
災

前
の
７
割
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
が
、
既
存
品
の
復
旧

か
ら
新
製
品
投
入
に
シ
フ

ト
し
て
新
た
な
市
場
開
拓

に
注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

と
ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
よ
る

直
接
方
式
の
受
け
入
れ
方

式
と
し
て
、
今
後
の
日
本

に
お
け
る
外
国
人
研
修
者

（
労
働
者
）の
受
け
入
れ
の

先
駆
事
例
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
（
事
務
局
作
成

紹
介
文
）。

　

元
総
理
大
臣
の
鈴
木
善

幸
先
生
も
「
世
界
三
大
漁

場
」
の
一
つ
三
陸
沖
の
重

要
な
役
割
を
語
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。三
陸
沿
岸
は
水

産
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
そ
こ
こ
こ
の

入
り
江
に
集
落
が
生
ま
れ

た
の
で
し
ょ
う
。繰
り
返

し
襲
っ
た
歴
史
的
な
津
波

の
被
害
を
受
け
な
が
ら
も

人
が
集
ま
る
の
は
そ
の
証

だ
と
思
い
ま
す
。東
日
本

大
震
災
の
津
波
に
匹
敵
す

る
も
の
は
貞
観
の
大
津
波

（
西
暦
８
６
９
年
）だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
被

害
を
乗
り
越
え
、
人
々
は

ま
ち
お
こ
し
を
や
り
遂
げ

ま
し
た
。人
が
ど
の
よ
う

に
し
て
再
度
こ
の
地
域
に

住
む
よ
う
に
な
っ
た
の

か
、
皆
目
見
当
も
つ
か
な

い
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。私
た

ち
が
今
利
用
し
て
い
る
情

報
網
は
な
か
っ
た
の
で
す

か
ら
。港
が
作
ら
れ
、魚
が

集
ま
っ
て
い
る
、
魚
が
獲

れ
た
、
海
藻
が
茂
っ
て
き

た
、
そ
の
情
報
で
再
び
人

が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
し

ょ
う
。

　
「
太
平
洋
銀
行
」は
北
か

ら
の
栄
養
豊
富
な
親
潮
に

暖
か
い
黒
潮
が
混
じ
り
合

っ
て
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

は
活
発
に
活
動
し
増
殖
し

魚
の
エ
サ
を
供
給
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。水
揚
量
は

ま
だ
震
災
以
前
に
は
及
び

ま
せ
ん
が
徐
々
に
回
復
し

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

加
工
場
も
再
開
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
震
災
前
の
販
売

量
に
は
届
か
な
い
状
況
の

よ
う
で
す
。ほ
か
の
地
域

に
食
わ
れ
た
と
い
う
こ
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
が
皆
さ
ん
の

正
念
場
で
す
。地
元
の
産

業
振
興
に
何
が
必
要
な

の
か
、
水
産
加
工
業
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
原
料
魚

の
調
達
で
す
。し
か
も
安

く
て
質
の
良
い
物
を
確
保

で
き
な
い
か
と
言
う
こ
と

に
尽
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。売
り
先
の
確
保
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。人
材
の
確

保
も
課
題
で
す
。

　

こ
こ
で
は
日
本
学
術

会
議
（
食
料
科
学
委
員
会

水
産
学
分
科
会
）
が
２
０

１
４
年
６
月
10
日
に
発
表

し
た
、「
東
日
本
大
震
災
か

ら
新
時
代
の
水
産
業
の
復

興
へ
（
第
二
次
提
言
）」
を

読
み
解
き
な
が
ら
新
た
な

道
を
探
り
た
い
と
思
い
ま

す
。原
料
を
手
に
入
れ､

加

工
し
、
こ
れ
を
売
っ
て
始

め
て
利
益
が
出
て
き
ま

す
。ど
の
よ
う
に
販
路
を

取
り
戻
す
か
も
重
要
な
施

策
で
す
。社
会
資
本
と
し

て
の
人
材
育
成
は
絶
対
に

お
ろ
そ
か
に
出
来
ま
せ

ん
。様
々
な
視
点
か
ら
こ

の
提
言
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
陸
に
は
優
れ
た
水
産

資
源
が
あ
る
。し
か
も
三

陸
の
水
産
加
工
業
に
は
積

極
的
な
若
い
経
営
者
も
少

な
く
な
い
。当
に
今
、 

こ

の
地
が
未
来
型
産
業
の
モ

デ
ル
地
域
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
適
期
な
の
で
あ

る
。自
社
に
し
か
作
れ
な

い
付
加
価
値
商
材
，
プ
ロ

セ
ス
開
発
、
売
り
方
革
新

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
は
筆
者
が
関
っ

　

水
産
庁
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
５
か
年
事
業
と

販
路
回
復
の
カ
ギ
は
新
製
品
開
発
力
！

水
産
行
政
の
支
援
の
活
用
法
！

Ｊ
Ｓ
Ｔ「
水
産
加
工
」復
興
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
を
見
る

　

―
特
に
省
力
化
研
究
の
視
点
か
ら

宮
城
大
学
教
授 

鈴
木
康
夫

最
近
に
お
け
る
水
産
庁
の
水
産

加
工
業
へ
の
支
援
の
活
用
を

　
―
水
産
加
工
業
へ
の
国
産
水
産
物
目
詰
ま
り

　

解
消
助
成
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
施
設
改
修
支
援
な
ど

東
京
海
洋
大
学
・
産
学
・
地
域

連
携
推
進
機
構
客
員
教
授 

辻　

雅
司

理
研
食
品
に
見
る
、震
災
を
乗
り

越
え
復
興
果
た
し
た
事
例
紹
介

理
研
食
品
社
長 

渡
辺
博
信

根
室
市
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
と
の
連
携

事
例
―
サ
ン
マ
輸
出
促
進
と
研
修
生
受
入
れ

　

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
理
事
長

（
元
三
菱
商
事
ベ
ト
ナ
ム
総
代
表
補
佐
）  

荒
川　

研

「
太
平
洋
銀
行
」の
恵
を
活
か
し

水
産
加
工
業
の
復
活
を
目
指
す

東
京
海
洋
大
学
名
誉
教
授

（
東
京
海
洋
大
学
・
元
学
長
） 

高
井
陸
雄

て
い
る
Ｊ
Ｓ
Ｔ
復
興
促
進

セ
ン
タ
ー
の「
水
産
加
工
」

復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
か
ら
、
特
に
プ
ロ
セ

ス
開
発
、
省
力
化
技
術
開

発
の
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
し
、併
せ
て
、事
業
化
に

係
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め

た
い
。

講
演
②

講
演
①

講
演
③

講
演
④

講
演
⑤

し
て
国
産
水
産
物
の
目
詰

ま
り
解
消
を
目
的
に
、
水

産
加
工
業
者
へ
の
水
産
加

工
機
器
、
資
材
へ
の
直
接

助
成
を
開
始
（
約
５
億
数

千
万
円
２
分
の
１
助
成
）、

さ
ら
に
水
産
物
輸
出
促
進

か
ら
24
年
度
の
補
正
予
算

か
ら
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
設
備

改
修
の
た
め
の
支
援
（
25

億
円
２
分
の
１
助
成
）
を

開
始
し
て
い
る
。27
年
度

の
水
産
庁
の
概
算
要
求
に

お
い
て
も
、
同
様
以
上
の

要
求
を
行
っ
て
い
る
。さ

ら
に
水
産
庁
で
は
、
復
旧

が
遅
れ
て
い
る
三
陸
地
域

の
水
産
加
工
業
者
の
復
興

支
援
に
、
販
売
回
路
の
回

復
支
援
と
し
て
10
億
円
を

復
興
庁
計
上
で
予
算
要
求

し
て
い
る
。さ
ら
に
環
境

省
で
は
26
年
度
か
ら
、
環

境
対
応
の
冷
媒
へ
の
転
換

支
援
（
50
億
円
２
分
の
１

助
成
）
を
３
年
間
事
業
で

開
始
し
て
い
る
。水
産
加

工
業
へ
の
最
近
の
支
援
策

を
紹
介
、活
用
を
促
す
。

る
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
演

者
・
内
容
は
次
の
通
り（
敬

称
略
）。

　
　

◇　
　
　
　

◇

　
【
主
催
者
挨
拶
】国
水
機

会
長
・
柳
屋
幸
明（
㈱
ヤ
ナ

ギ
ヤ
副
社
長
）

会場の宮城県トラック協会塩釜運送サービスセンター

【主催】国産魚促進・水産加工
機械資材協議会　
【後援】塩釜市団地水産加工業
協同組合、日刊食料新聞新社

平成 26年10月31日（金曜日）午後２時から４時40分まで
《会場》宮城県トラック協会塩釜運送サービスセンター２階大会議室（宮城県塩釜市新浜町 3-6-5）


